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審 査 の 結 果 の 要 旨
　岩石からなる海食崖の後退は，主に波による崖の基部の侵食がノッチを形成することにより引き起こされ
る崖の崩落によってもたらされる。したがってその崩落のメカニズムを明らかにすることは地形学にとって
重要なテーマである。この研究はこの問題に正面から取り組んだものである。この研究の独創的な点は以下
の 2点にある。一つは，従来の海食崖の崩落に関する研究においては，崖をつくる岩石側の物性のみを取り
込んだ，すなわち重力性の崩壊を扱ったものだけであり，波の波圧を考慮した波浪性の崩壊に関する研究は
皆無であった。このような今まで報告のなかった波浪による崩落のプロセスが実際に生起していることを発
見し，さらにその上で，そのような崩落に対する斜面安定解析法を提示した点である。もう一つは，解析に
用いた琉球石灰岩の強度には，供試体が大きくなるほど強度が低下するという，いわゆる寸法効果のあるこ
とを明らかにし，崖のスケールのあわせた強度値を解析に導入している点である。本研究は海岸地形学にお
ける今後の研究の一つの方向性を示したものとして高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
